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北武蔵児玉地域における内斜口縁坪の編年的位置づけ

山本良太

要旨 5世紀後半、上毛野地域を中心に［内斜□縁坪］と呼ばれる坪が登場する。そして内斜
口縁坪は西毛地域（群馬県西部）において爆発的に普及し、 6世紀初頭に位置付けられる榛名

山の噴火直後に姿を消してしまう。本稿では西毛地域を中心に分布する内斜口縁坪の特徴を改

めて整理し、内斜D縁坪を再定義する。そして、内斜口縁坪の分布を明確にし、その意義につ

いて考えた。また内斜□縁坪を伴う遺物のセット関係からIlI段階に区分し、編年した。この編
年を彗に北武蔵児玉地域（埼玉県北西部）の内斜D縁坪の編年的位置づけを既存の編年と比較

したところ、内斜口縁坪は西毛地域を中心とした地域で出現し、その外縁部にあたる児玉地域

には一段階遅れて登場することが明らかとなった。

はじめに

古墳時代、素焼きで赤褐色の土器である土師器

が弥生式土器の系譜を引いて現れる。 5世紀に入

ると窯焼きで日本最初の硬質土器である須恵器が

朝鮮半島から伝来する。土師器は軟質であるがゆ

えに保水性が弱点であったが、その反面耐火性に

優れていた。一方須恵器は上師器の弱点でもあっ

た保水性を補う反面、耐火性が劣っていた。その

ような事情から占墳時代には二種類の性質の異な

る焼き物が共存することとなる。

5世紀以降の日本列島をみると、西日本、特に

畿内を中心に須恵器が普及していく一方、東日本

は須恵器の普及率が低く、依然として土師器が器

の主位を占めていた。特に5世紀後半から6但紀

代にかけての鬼高式期と呼ばれる時期には東日本

で上師器が数量、器種のバラエティともに最盛期

を迎えることになる。このような時代背景の中で、

現在の群馬県にあたる地域である上毛野地域を中

心に 5世紀後半頃「内斜□縁坪」という土師器坪
が爆発的に普及する。内斜□縁坪とは口縁部が短
く外反し、内面に斜行状のヘラミガキが施された

土師器の丸底坪のことである。

本稿では、この内斜□縁坪の再定義を行い、そ

れに拮づいた資料の分布を明確にする。そして西

毛地域（群馬県西部）における内斜□縁坪の変遷
を共伴遺物との関係から明らかにし、北武蔵児玉

地域（埼玉県西部）における内斜D縁坪の編年的

位置づけを明確にすることを主な目的とする。

1．内斜口縁坪の研究史

群馬県における内斜口縁坪の研究は井上唯雄

の鬼高式土器の編年研究を端緒とする（井上

1962)。井上は高崎市吉井町入野遺跡の竪穴住

居跡より出土した一括遺物を第一から第五型式に

分類し、第二、第三型式を鬼高I• II型式に位置

付けた。そして、「口縁部が短く内傾を示すもので、

肩部に段を有しない浅いもので皿に所す」(p.43

1.14~17)ものを坪型土器のIII類として鬼高 I期

に位置付けた。

坂ローは住居内一括遺物の組み合わせ、形態、

成形技法から群馬県における古墳時代中期の土師

器編年を第 l~v段階に区分した（坂□1978)。
内斜口縁坪は坪a類とし、第III~v段階に位置付

けた。そして坂口はこの論考で、内斜口縁坪は平

底から丸底という変化と、深い丸底から浅い丸底

へという変化の方向性があることを指摘してい
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る。

茂木由行は群馬県内における鬼高式土器の編年

を検証し、鬼高式を「模倣坪」を含む土器の一群

と定義した上で、各器種の分類と、それに彗づ

いた第 I~v期の編年を作成した（茂木 1984)。

茂木は内斜口縁坪を坪Aに分類し「底部は小さな

平底か、ゆるやかな丸底を呈し、体部はこれか

らほぼ垂直に立ち上あがり、口縁部は内側に綾

を作って短く外反する」(p.351. 6~ 8)とした。

そして内斜口縁坪を茂木編年の第I、II期に属す

とし、その時期を榛名山ニッ岳噴火前後とした。

児玉地域における土師器の編年研究は立石盛

詞、利恨｝1|章彦、叫寸倉司などの研究が挙げられ

る。

利板川は児玉地域における和泉・鬼高・真間式

土器編年の細分を行っており、内斜□縁坪にあた
る土器を坑として I期～N期に位置付けている

（和」札艮｝I[1982)。

立石は後張遺跡発掘調査報告書において膨大な

資料を整理し、五領式、和泉式、鬼高式を後張I

期から後張VIII期の8期に細分し編年を作成した。

この後張編年は今日の児玉地域における土師器編

年の彗礎となっている（立石 1983)。

中村は 1999年の東国土器研究において埼玉

県の5担紀における土器編年を地域ごとに行って

いる（中村 1999)。児玉地域の編年表において

内斜口縁坪は源初坪Bに分類され、 W期～VI期に

属すとされている。

ここまで編年研究を中心として見てきたか、内

斜口縁坪から当時の社会構造の復元を試みた研

究として田中広明の諸研究が挙げられる。田中

は、上毛野・北武蔵の多様性の激しい坪類に四つ

の類型、第I類型～第w類型を設定し、古墳時代
後期の土器様相の混沌とした状態を整理した（田

中1989)。そして当時の土師器坪の分配構造の

モデルケースとして、第II類型とした内斜□縁坪
を取り上げている。そして、内斜□縁坪が西毛地

域に多く分布していることに注目し、高崎市三ツ

寺I遺跡の動向と関連付け、榛名山東南麓地域を

経済彗盤とする在地首長が、経済轄盤をより盤石

にするための紐帯として内斜口縁坪を分配して

いたと述べている。また、内斜□縁坪の分布が、
「北は渋川市、南は玉村町、東は前橋市、西は高

崎市、におよぶ地域に見られ、とくに井野川流域

には濃厚に分布が見られる。」（田中 1999p.326 

1.19~20)点と、内斜□縁坪の分布域内やその外
縁部において、大型前方後円墳の埋葬主体部に舟

形石棺が共通して採用されている点を指摘してい

る。そして、井野川流域を中心とした内斜口縁坪

を消費している地域と、その外縁部にある他の坪

が消費の主要を占める地域とが舟形石棺を共有す

ることで首長間の結びつきを強化していると結論

づけた。

2.内斜口縁坪の定義

ここまで内斜口縁坪の研究史を概観してきた

が、個々の研究において取り扱う内斜□縁坪とい
う用語の認識に違いがみられることが明らかに

なった。それは「内斜D縁杯」という用語を広義

でとらえれば内側に傾斜したD縁部を有する土師

器の坪を全て指す用語であり、形態面のみで見れ

ば和泉式の後半から鬼高式の前半にかけてあらゆ

る地域で内斜口縁坪の条件を満たす土師器坪が存

在していることが一因であるといえる。ここで取

り扱う内斜口縁坪は先の研究史でも述べている西

毛地域を中心として分布しているきわめて限定的

で特妹な内斜口縁坪である。そのため他の坪と区

別するためにも内斜D縁坪を改めて定義しておき

たい（第1図）。

まず、これまでの先行研究で述べられてきた内

斜口縁坪の定義について概観する。

井上唯雄は「口縁部が短く内傾を示すもので、

肩部に段を有しない浅いもので皿に所す」とし、

内斜口縁坪の形状について述べている。
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第 1図 内斜口縁坪

井上太は「半球系の体部から内面に稜を残し

て強く外反する短い口縁部を有するもの」（井上

1981 p.219 1.25~26)という形状面だけではな

く、「内面に放射状のヘラミガキを加えたり、外

面に漆と思われる黒色の塗りを施すなど、飾られ

る傾向が強い」(p.2191.26~27)という内面調

整の特徴について述べている。

田中広明は「口縁部が内斜し内湾する坑型土器」

（田中 1989p.7 4 1.17)「器壁内面を放射状のナ

ナメヘラミガキをすることによって、賠文風の調

整をしている」(p.741.16~17)とし、内斜□縁
坪を含め、西毛地域の土師器坪に斜行状のヘラミ

ガキが多用されていることに注目している。

これらをまとめると内斜口縁坪の形状は口縁部

が短く外反し、半球状のフォルムを呈している。

そして内面調整に斜行状のヘラミガキが施されて

いるという特徴を持つ土師器の坪であると言え

る。西毛地域を中心に分布する内斜口縁坪の最大

の特徴は内面に施される斜行状のヘラミガキであ

る。これは西毛地域に分布する内斜□縁坪のほぼ
全ての個体にみられる技法であり、同時に特殊性

も加味している。また、西毛地域の内斜□縁坪は
器高、口径もある一定の規範円に収まり、胎土は

精製されており、焼成も良好なものが多い。これ

らは内斜口縁坪の製作が非常に洗練されていたこ

とを想定させる。

これらの特徴を踏まえ西毛地域を中心に分布し

ているこれらの内斜口縁坪を再定義する。内斜口

縁坪は、口縁部が内側に傾斜し、短く外反してい

る。底部下半はヘラケズリ調整が施され、丸底を

呈している。体部は口縁端部より張り出すことは

なく、器形は半球状、または浅い皿状をしている。

内面調整として斜行状のヘラミガキが施されてお

り、一部の個体では口縁部および体部上半の外面

にも斜行状のミガキが施されているものもある。

なお内斜口縁坪の編年的位置づけとしては後述す

るが、先行研究も踏まえたうえで5世紀中頃から

出現し、 6世紀初頭頃に終焉を迎えるという時期

設定としたい。本稿では以上の定義に則した内斜

D縁坪を取り扱っていくこととする。

3 内斜口縁坪の分布

ここでは前項で定義した内斜D縁坪の分布状況

について概観しておきたい。内斜□縁坪出土遺跡
を分布図にすると次のようになる（第2図）。内

斜D縁坪は個体数の多寡を考慮せずにみると、現

在の行政区画で言うところの群馬県全域と埼玉県

の児玉郡において出土が確認できる。群馬県の平

野部を中心に内斜口縁杯の分布が広く展開してお

り、その外縁部として榛名山北麓の吾妻川上中流

域、県西部を流れる碓氷川、鏑川の上流域などと

いった比較的標高の高い河川上中流域の河岸段丘

上に出土遺跡が展開している傾向にある。分布圏

という用語をあくまでも主体的に使用。消費され
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第2図 内斜口縁坪出士遺跡分布図

た地域と限定的に定義し、その範囲を示すのであ

れば内斜口縁坪の分布圏は西毛地域の平野部であ

る。そして群嗚県全域および埼玉県北部への分布

は、内斜口縁坪を持った集団の分布閏外への活動

の痕跡、またはその外縁部の集団の分布圏内への

活動の痕跡を示していると言えよう。分布圏の中

でもとりわけ出土遺跡が濃密な地域が榛名山東南

麓地域と利根J||、吾妻川の合流点付近（現在の行

政区分では渋川市に該当する地域）である。

ここで遺跡の分布状況から内斜□縁坪の持つ意
義について若干の考察を行いたい。内斜口縁坪の

分布の中心圏である榛名山東南麓地域は、 5世紀

末から 6世紀初頭頃の榛名山ニッ岳の噴火に伴う

降灰とその後の泥流などによって短期間のうちに

遺跡が埋没し、その遺跡の遺存状況が極めて良

い。そのため古墳時代における地域社会の構造等

の研究が盛んに行われてきた。代表的な研究とし

ては若狭徹の研究が挙げられる。若狭は上毛野地

域、特に榛名山東向麓を中心とした西毛地域にお

いて大型古墳が高密度で造営される特異性に注目

し、その成立背景について考察をしている。上毛

野地域の開発現象として水田経営の集約化、畠作

の進展、馬匹生産などを取り上げ、集落動態など

から農業再編と山麓指向、付加価値型産業の三点

に重点をおいて地域経営が行われていたことを指

摘し、この段階で舟形石棺を共有する緩やかな連

合を基本に複数の政治圏が成立したことを示唆し

ている（若狭2002)。

ここに内斜口縁杯の分布が重複していることは

偶然ではないだろう。現段階では推察の域を出な

いが、もし内斜□縁坪が、若狭らによって指摘さ
れているような水田経営の集約化や造墓活動、馬

匹生産、山間部の畠作推進などの諸事業の対価と

して開かれる饗宴などに用いられていたものだと
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するならば、上毛野地域という大きな連合体を結

束し強化するための紐帯という位置づけができる

であろう。

4.内斜口縁坪の変遷

ここまで、内斜D縁坪の分布について簡単に述

べてきた。しかし、内斜口縁坪の出土遺跡や各遺

構を細かに検討すると、その分布は一様ではなく、

時間差があることが分かった。ここでは、内斜口

縁坪出土遺構の一括遺物にみられる傾向などから

時期区分を行い、その変遷について考えていきた

し＼

まず西毛地域の集落遺跡から出土した内斜口縁

坪を共伴遺物との関係から分類するとおおよそ次

のI~III段階に区分することができる（第3図～

第5図）。

I段階は高崎市出村東遺跡20号住居跡や高崎

市上豊岡引間N遺跡 11号住居跡、邑楽町昭和遺

跡3号住居跡などが該当する。この段階では共伴

遺物として有段□縁の壺（第3図一1,36)やハ
ケ調整を用いた甕（第3図ー4,34)用（第3図

-2,3,39)などがみられ、高坪は脚部が柱状で坪

部が直線的に開く形のもの（第3図ー15,16,40) 

が主体である。甑をみると、胴部からまっすぐ

に立ち上がるタイプのもの（第3図一12,13, 14) 

と、甕の形態と類似し、くの字状の口縁を持ちゃ

や胴が張るタイプのもの（第3図ー38)がみら

れる。坪は小さい底部を持つ平底の坪（第3図一

42,43)、内湾D縁坪（第3図ー17,18,45)、内

斜口縁坪（第3図一5,20~32,52)のように丸

底のものが存在している。平底の坪の中にはいわ

ゆる源初坪と呼称されるものと思われる個体（第

3図一46)も存在する。内斜□縁坪をみると皿
状に浅い個体よりも深い碗形の個体の方が多い。

器形をみると深い個体は丸みを帯びた球状を呈し

ており、浅い個体は底部から体部にかけての立ち

上がりが急でやや箱形を呈する傾向にある。なお、

内面調整として行われるヘラミガキは底部まで

びっしりと施されており、体部上半と下半で二段

階に分けて磨かれているものも存在する。 I段階

は器種組成や土器の特徴が和泉式の様相に近く、

当該期を内斜口縁坪の出現期とする。

Il段階は出村東遺跡 19号住居跡、高崎市八幡

中原遺跡5号住居跡などが該当する。壺・甕をみ

ると、前段階にみられたような有段口縁の壺やハ

ケ調整を用いた甕がみられなくなり、胴部にヘラ

ケズリを施したくの字□縁状の壺、甕（第4図一
l ~6,23~26)が主体となる。なお甕の最大

径は胴部下半にみられ、下膨れした印象である。

甑をみると大型化が進行し、小型の甑の量は減少

する。器形においても前段階でみられた直線的に

立ち上がるタイプのものが減少し、くの字状のロ

縁を有し、胴があまり張っていないタイプの衛（第

4図一9,33)が主体となる。

高坪は前段階にみられた柱状脚の高坪に加え内

斜口縁坪や内湾口縁坪、坪蓋模倣坪に脚をつけた

小型の底脚高坪（第4図―10,35)が登場する。

坪をみると、平底の胚が姿を消し、内斜口縁坪、

内湾口縁坪と新たに坪蓋模倣坪（第4図一11~

13)が登場する。これらいずれの坪にも内面へ

ラミガキ調整が多用される傾向にある。内斜口縁

坪は深い坑形ものよりも浅いものが多く、体部の

立ち上がりは緩やかなものが多くなる。Il段階は、

l段階に比べ和泉式の系譜をひく高坪や有段□縁
の壺などの出土量が減少し、坪をみると底部が平

底のものがなくなり、丸底のものが主体となる。

当該期は榛名山ニッ岳の噴火による火山灰 (Hr-

FA)の降下前で5世紀第4四半期頃に位置付けら

れよう（註l)。

m段階は出村東遺跡99号住居跡、前橋市端気

遺跡群Il13号住居跡、前橋市内堀遺跡群VI19 

号住居跡などが該当する。坪をみるとt不盤模倣坪

（第5図一9~12,23~29,47~53)が主体と

なり、内斜口縁坪の出土数は激減する。坪蓋模倣
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坪は須恵器を忠実に模倣したもので、安定した生

産が想定され、質量ともに内斜□縁坪を凌駕する。
他の器種をみると甕は長厨化がさらに進み最大径

は胴部中位となっている。高坪は前段階でみられ

た低脚高坪が依然として使用されている。さらに

和泉式の系譜をひく柱状の高坪においても低脚化

の傾向が顕著にみられてくる。この段階の内斜口

縁坪は浅い皿型の内斜D縁坪が主体となる。内面

のヘラミガキは内面上半部に施されるようにな

り、内面底部にまで磨きが及ぶ個体は減少する。

また深い椀形のものは規格や口縁部の作り出し

方、ミガキの精度などにばらつきが出始める。 III

段階は模倣坪が主体となっていく内斜D縁坪の終

焉期である。当該期の絶対年代は6世紀第 1四半

期とし、 Hr-FA前後から榛名山ニツ岳噴火の軽石

(Hr-FP)降下前の時期と考えたい。

I段階からIII段階を通してみると、段階が進む

につれて内斜口縁坪から坪蓋模倣坪へと坪の主体

が移り変わっていることが見て取れる（第6図）。

内斜口縁杯は5世紀第3四半期ごろから登場し、

丸底の坪．碗類の中では最も古い段階に登場した

坪の一群であるといえよう。 I段階の内斜口縁坪

をみるとすでに形態や調整方法をみるとほぼ同様

の規格、調整方法を用いて反復作業のごとく製作

されていることは明らかである。 I段階よりも前

の時期にさかのぼる内斜□縁坪の祖型を見つける
ことは今回できなかったが、 5世紀第中頃からみ

られる小さい底部を持ち、短く外反した口縁部を

有する士師器の椀が存在しており、それらが内斜

口縁坪の祖型である可能性をここで示唆したい。

しかしながら内斜口縁坪として完成した士師器坪

がある段階（本稿で言うところの I段階に相当）

において突発的、そして大量に出現しているよう

な印象を受けるのは確かであり、これば庄目すべ

き点であろう。そして、この規範は坪蓋模倣坪が

主体となる 6世紀前半まで意識され続け約半世紀

以上の期間、大きな変更が無く続けられている。

内斜D縁坪に変化の方向性を見出すならば、①I

段階においては浅い皿型の個体よりも深い椀型の

個体が比較的多く見られ、 II段階以降では浅い皿

型の個体の割合が増えていること。②器形全体を

みたときに l段階のものは底部から体部にかけて

の傾斜が急で、底部と体部の境界が比較的わかり

やすく、 II段階からは底部から体部にかけての傾

斜が緩やかになり底部と体部境界があいまいに

なっていくこと。③内斜D縁坪の内面に施される

斜行状のヘミガキが、 I段階では内面全体に施さ

れている個体が多いのに対して、 III段階の内斜口

縁杯をみるとヘラミガキが内面体部上半部のみに

施される個体が比較的多くみられること。の3点

が挙げられるであろう。次節ではこれらの段階別

変化を珪に、内斜口縁坪の分布域の外縁部にあた

る児玉地域に内斜口縁坪が入ってくる時期の検討

を行っていきたい。

5.児玉地域における内斜口縁坪

児五地域では、硯在 12遺跡22個体の内斜口

縁坪の出土が確認されている。分布の部分でも述

べてはいるが、西毛地域と比べると出土個体数は

圧倒的に少なく、客体的に流入している地域であ

ることは明らかである。

ここでは内斜口縁坪が合計8点出土しており、

共伴遺物が多い後張遺跡の出土資料を中心に取扱

い、先の図で示した内斜口縁坪の編年表と前述し

た立石の後張編年と対応させることによって児玉

地域における内斜□縁坪の編年的位置づけを行っ
ていきたい（第1表）。

後張遺跡出土の内斜口縁坪を共伴遺物から段階

を設定すると次のようになる（第7図）。内斜□
縁坪変遷I段階に並行する段階には児玉地域全体

において在地のミガキが施されず丸底ないしは平

底の内斜口縁坪がみられる。西毛地域を中心にみ

られるようなミガキが施された内斜口縁坪の出土

例は現在のところ確認できていない。後張編年と
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第5図 内斜口縁坪の変遷rn段階

-143 



I

段

階 II/ 

II

段

階

言

III

段

階

ぐ三ロ

第6図 内斜口縁坪の変遷試案

144 



こ□（二
後張遺跡92号住居跡（ 1|段階・後張編年Via期）

後張遺跡50号住居跡（1|段階・後張編年Via期）

後張遺跡 3号住居跡 (Ill段階・後張編年Vlb期）

S=l/8 

第7図 後張遺跡における内斜口縁坪の出土例
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第 1表 内斜口縁坪の変遷と後張編年の対応閏係

テフラ 内斜口縁坪の変遷 後張編年
児玉地域における
内斜口縁坪の出土例

I段階

II段階

Hr-FA 

団段階

Hr-FP 

対応させると後張V期に該当すると考えられる。

ここで一つ問題点として挙げられるのは、内斜口

縁坪が出土している 50号住居跡が後張編年中の

V期に分類されていることである。 50号住居跡

の遺物を詳細に検討すると坪蓋模倣坪が共伴して

いることや甕の形態から筆者の編年で言うところ

のII段階、後張編年のVIa段階に相当すると考え

られる。しかしながらすべての遺物組成をみると、

少なくとも I段階相当の遺物とII段階ないしはIII

段階ともとれるような明らかに段階の異なる遺物

が混在して出土しているため、一概にII段階相当

であると決定するのは不安も残る。結論としては

当該住居を編年的に明確に位置づけることは難し

いと言えよう。

II段階並行期に入ると児玉郡域内で初期段階の

坪蓋模倣坪が主体的に消費される。坪の底部が丸

底化する点や坪のバラエティが増える点において

は西毛地域と共通している。この段階になると西

V期

VIa期

VIb期

VIl期

東富田遺跡群2号住居跡

七色塚遺跡13号住居跡

後張遺跡92号住居跡

後張遺跡50号住居跡

夏目西遺跡2号井戸跡

若宮台遺跡45号住居跡

後張遺跡3号住居跡

後張遺跡88号住居跡

四方田・後張遺跡群6号住居跡

大久保遺跡(B地点）46号住居跡

後山王遺跡5号住居跡

毛地域の特徴をもった内斜口縁坪が児玉地域内に

おいても少数だが確認することができる。 Il段階

並行期は後張遺跡では 92号住居跡、 50号住居

跡が該当し、そのほかの児玉地域の遺跡では若宮

台45号住居跡、夏目西遺跡2号井戸跡などが該

当していると考えられる。当該期は後張VIa期に

並行すると考えられる。

III段階並行期は、児玉地域においても甕の長胴

化が顕著にあらわれ、高坪をみると坪蓋模倣坪や

内斜口縁坪に低脚の脚部がついた低脚高坪などが

主体となってくる。坪の構成は須恵器を忠実に模

倣した坪蓋模倣坪が主体を占める。後張遺跡3

号住居跡、 42号住居跡、 88号住居跡が該当し、

その他には大久保遺跡 (B地点） 46号住居跡が

III段階にあたると考えられる。なお当該期は後張

VI a期ないしは後張VIb期にあたると考えられ

る。
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おわりに

ここまで内斜口縁坪の児玉地域における編年的

位置づけについて考察してきた。児玉地域の出土

例はいずれも住居内遺物に 1、2点入っている程

度であり、西毛地域のように内斜D縁坪を主体的

に消費していた可能性が考えられる住居を見つけ

ることはできなかった。それらの出土例を内斜口

縁坪の変遷と後張編年を対応させ検証した結果、

児玉地域における西毛型の内斜D縁坪の流入は内

斜D縁坪変遷II段階からであり、 I段階には存在

しないことが明らかとなった。内斜D縁坪の分布

がII段陪に児玉地域まで及んでくることをみる

と、西毛地域の開発のピークにあたる当該期に上

毛野地域と児玉地域間での人の交流が盛んに行わ

れていた可能性が考えられよう。しかし、出土数

が少ないことを鑑みると、その流入はあくまでも

単発的であり、大規模な人の移動と考えることは

難しい。これらの現象が起こった理由やその背景

については今後考えていく必要がある。

模倣坪出現以前である和泉式の最終段階から鬼

高I期に関しては土師器の地域色が強いこともあ

り、地域間の編年のクロスチェックが難しい状況

であった。内斜□縁坪のようにある程度広域に分
布する土師器の変遷を考えることは、複数の地域

の土器編年を対応させる一つの材料になると言え

よう。

現段階では対象資料が少なく、児玉地域の内斜

口縁坪の編年的位置づけについては不十分である

感も否めないため、今後も検討を重ねたい。

謝辞本稿の執筆にあたっては田中広明氏、冨田

和夫氏、福田聖氏に様々な御教示、御助言をいた

だきました。末筆ながらここにお礼申し上げます。

註1 Hr-FAおよびHr-FPの降下年代については堆積

層直下出土の須恵器の型式などから詳細な検討が行わ

れている。本稿では諸研究の成果（群馬県埋蔵文化財

調査事業団 2013)をもとに、 Hr-FAを6世紀初頭、

Hr-FPを6世紀中頃と想定した。なお、テフラと各段

階の対応関係については岡部条理・森戸前遺跡発掘調

査報告書の土師器編年を参考とした（中村 1999)。
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